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新しい分子構造，材料，さらには生産プロセスの研究・開発達成のために，第4の科学である

データ駆動型科学にこれまでにない強い期待が寄せられ，化学分野でも関心が高まっている.

目的物性・特性を持つ新規分子・材料開発である「何を作るか」から，それを「どう作るか」，そ

してそれを安定した品質で生産するための生産制御に関わる課題に迅速かつ効果的に対応

するには，いまや多くのデータ，情報の積極的活用が不可欠となってきた.データ駆動型化学

へのパラダイムシフトが，今後の研究のあり方をどのように変える可能性があるのかについ

て，分子・材料開発，そしてそれを安定した品質で生産するための生産制御に関わるいくつか

の事例を紹介しつつ考えたい. 
 

問合せ先： 触媒科学研究所・長谷川淳也（hasegawa@cat.hokudai.ac.jp /011-706-9145） 
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